


JJKの仕組み

掛金について

※事務コストは総合型企業年金で最低レベル

※初期費用は一切掛かりません。
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全額損金

毎月企業が掛金を負担することで将来従業員が給付金を受け取れます。
納めていただいた掛金を運用した運用収益で給付金をお支払いいたします。

毎月の掛金は厚生年金で使用する標準報酬月額に一定の掛金率を乗じることで算出します。
なお、JJK掛金は全額事業主負担で、全額損金計上（法人税法上）ができます。

JJKの特徴
企業年金をご検討いただく上で最も重視すべき点は、資産の運用と保全です。
JJKは強力なガバナンス体制が整っており、皆さまに安心してご加入いただいております。
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●企業が負担する掛金について ●掛金負担の目安 標準報酬月額36万円にて試算（単位：円）

給与月額
加入者数 標準掛金 事務費掛金

標準掛金
事務費掛金

毎月の掛金

1.10%
0.15%（≒標準報酬月額）

=

×
合計（月額）



●積立のイメージ
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一時金給付例

給付金
267万円
80万円
アップ!

掛金総額
187万円

※22歳加入、60歳退職のモデルケース
※利息2%の場合

※利息は20年国債の過去5年平均利回りに連動して
　2%～4%の範囲で毎月付与されます。

定額制1,050円～15,750円までの9コースで任意加入できる
オプション制度もございます。詳しくはJJKまでぜひお問い合わせください！

60歳定年時の年齢別モデル給付額

※算出に仕様する給付は財政再計算時のJJK加入者の実績値から
　中途入社などを除いて算出。
※あくまでモデルケースの為、実際の給付額とは異なります。

一時金で受け取る場合

加入時年齢 一時金額

年金で受け取る場合（一時金額267万円のケース）
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受取期間 年　額 総　額

給付金は一時金（一括払い）または年金（分割払い）で受け取ることができます。
給付について




